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最
近
、
選
挙
公
約
の
実
施
を
め
ぐ
る
市

長
と
議
会
の
対
立
か
ら
、
名
古
屋
市
で
は

議
会
解
散
請
求
が
な
さ
れ
、
鹿
児
島
県
阿

久
根
市
で
は
市
長
が
議
会
を
開
か
ず
に
専

決
処
分
を
続
け
て
い
る
こ
と
に
独
裁
政
治

の
危
機
を
感
じ
た
市
民
に
よ
る
市
長
リ
コ

ー
ル
の
直
接
請
求
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

も
と
も
と
は
、
市
長
選
の
公
約
を
議
会

が
認
め
る
か
ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
出

発
点
で
、
首
長
の
意
思
と
議
会
の
意
思
が

違
う
場
合
に
ど
う
す
べ
き
か
？
と
い
う
問

題
で
す
。「
国
は
選
挙
時
の
政
権
公
約
が
そ

の
ま
ま
実
施
さ
れ
る
の
に
、
市
議
会
が
自

ら
の
政
権
公
約
に
同
意
し
な
い
の
は
お
か

し
い
。
」
と
い
う
の
が
議
会
の
解
散
請
求
を

主
導
し
て
い
る
名
古
屋
市
長
の
言
い
分
で

す
。制

度
に
つ
い
て
見
る
と
、
国
の
場
合
は
、

国
会
議
員
が
国
民
か
ら
直
接
選
挙
で
選
ば

れ
、
そ
の
国
会
議
員
が
首
相
を
選
ぶ
制
度

（
議
院
内
閣
制
と
い
い
ま
す
。
）
で
す
。
当

然
衆
議
院
で
は
首
相
の
提
案
に
は
賛
成
の

議
決
が
な
さ
れ
ま
す
が
、
参
議
院
が
あ
る

こ
と
に
よ
り
、
違
う
意
思
が
存
在
し
え
ま

す
。
一
方
地
方
は
、
首
長
も
議
員
も
直
接

選
挙
で
選
ば
れ
る
制
度
（
両
方
と
も
代
表

権
が
あ
る
こ
と
か
ら
２
元
代
表
制
と
い
い

ま
す
。
）
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
思

が
違
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

構
造
的
に
は
、
国
の
制
度
も
地
方
の
制

度
も
、
権
力
者
の
過
度
の
暴
走
を
阻
止
す

る
た
め
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
制
度
上
意
思
が
違
う
の
は
当
然
で
、

意
思
が
違
う
と
い
う
こ
と
は
、
牽
制
機
能

が
発
動
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
た
ず
ら
に
対
立
が
続
く
と
き
は
例
外

的
に
市
民
の
直
接
請
求
権
で
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
阿
久
根
市
の

場
合
は
ま
さ
に
市
長
の
暴
走
を
阻
止
す
る

市
民
が
立
ち
上
が
っ
た
も
の
で
す
が
、
名

古
屋
市
の
場
合
は
権
力
者
の
暴
走
を
止
め

る
制
度
を
、
権
力
者
が
勝
手
な
解
釈
で
制

度
を
利
用
し
て
い
る
状
態
で
す
。

こ
う
い
う
時
こ
そ
、
市
民
も
議
員
も
共

に
制
度
の
意
義
を
よ
く
理
解
し
、
責
任
あ

る
行
動
を
と
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

昨
年
政
権
交
代
が
行
わ
れ
、
民
主
党
政

権
が
誕
生
し
ま
し
た
。
民
主
党
政
権
の
改

革
の
１
番
は
「
地
域
主
権
の
確
立
」
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
法
令
で
地
方
の
多

く
の
基
準
（
例
え
ば
認
可
保
育
園
の
広
さ

や
職
員
配
置
等
）
を
国
が
決
め
て
き
ま
し

た
が
、「
地
域
主
権
」
と
は
こ
の
よ
う
な
基

準
を
す
べ
て
地
方
で
決
め
る
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
す
べ
て
議
会
で
決
定
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
と
も
と
、
議
会

は
自
治
体
の
最
終
決
定
を
行
う
機
関
で
す

か
ら
大
き
な
権
限
を
持
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
地
域
主
権
改
革
に
よ
り
、
役
割
・
責

任
が
よ
り
大
き
く
な
り
ま
す
。
今
、
そ
の

改
革
が
待
た
れ
て
い
ま
す
。
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後
援
会
の
皆
様
の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
２
期
７
年
３
カ
月
間
（
Ｈ
22
年

6
月
30
日
ま
で
）
米
子
市
議
会
議
員
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
間
の
ご
支
持
ご
指
導
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
２
度
の
選
挙
と

も
皆
様
の
お
力
に
よ
り
好
成
績
で
市
議
会
へ
送
っ
て
い
た
だ
き
、
自
信
を
持
っ

て
議
会
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
米
子
市
の
諸
問
題
を
解
決
し
、
地
域
主
権
の
確
立
実
現
の
た
め

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
挑
戦
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
に
は
ご
理
解
と

さ
ら
な
る
ご
支
持
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
の
重
要
性
が
増
し
て
お
り
、

そ
の
改
革
が
待
た
れ
て
い
る

国
の
議
院
内
閣
制
と

地
方
の
２
元
代
表
制
度

こここ
れれれ
ままま
ででで
ののの
ごごご
支支支
援援援

誠誠誠
ににに
あああ
りりり
ががが
ととと
ううう
ごごご
ざざざ
いいい
ままま
ししし
たたた
。。。
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鳥取県を環境最先進県とし、再生可能エネル

ギー（風力、太陽光、小水力発電）１００％の

鳥取県を目指します。

４Ｒ（リデュース（減量）、リユース（再使用）、

リサイクル（再生利用）、リフューズ（購入拒否））

による循環型社会を推進するとともに県内３ヶ

所に集約するという広域ごみ処理計画は、ごみ

を大量に燃やすことを前提にしており、循環型

社会の促進にそぐわないので見直します。

環境行政の推進

仮称農業塾の開講により技術の

継承、農業就業者を増大させると

ともに、耕作放棄地の解消（農地

の有効利用と食物自給率の向上）

を目指します。

日本海・中海の魚介類の生息環

境を修復し、若い漁業者を育成し、

鳥取県の重要産業である漁業を振

興します。

農林水産業の発展

子どもたちも社会の大切な構成員である

ことから、カリキュラムの中で社会人として

の基礎（消費者、司法参加、政治参加、道徳

など）を学ぶ社会人教育を導入します。

子どもたちの明確な進路目標の醸成など

を通じて、高校新卒就職者の離職率の低減を

図ります。

社会実践的な高校教育

2 元代表制の下、議会を「自由で活発な政

策討論の場であり、物事を決めるところ」と

位置づけ、より開かれた議会へと議会改革を

進めます。

「議員間討議の義務付け」「議案への議員の賛

否を議会報で公開」「議会議論の重視」「通年

議会の開催」「議会報告会や県民及び市町村議

員との意見交換会の開催」などを盛り込んだ

議会基本条例を制定します。

議会改革

県と市町村の役割を明確化したうえで、

都市計画、農地、環境などの権限・財源を

市町村へ移管し、市町村負担を含む事業に

ついてはその財源を市町村への一括交付

金化します。

県は「全ての県民が等しく便益を享受で

きる事業」を行うという形に変えます。

権限を市町村へ

森まさき は 目指します。

鳥取県を全国で一番子育てをしや

すい県となるよう、待機児童（保育

園、なかよし学級）の解消や、就学

支援など市町村を最大限応援しま

す。

子育て支援の充実

地方自治の中心は市町村です。県は市町村ので

きないことを補完するという形に徹するよう変え

て行きます。地方自治体を真の市民の政府とする

ための自治体改革を進めます。地域コミュニティ

に一定の権限財源を与える市民自治の仕組みを根

付かせます。

市民自治の実現

全ての施策を人権の視点でチェックし、

行政施策の根幹として機能させます。

人権施策の推進


